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47. 肝細胞癌（HCC）腫瘍マーカー 連載：検査値の読み方 臨床消化器内科 2020 近藤泰輝、福田遼  

48. 肝硬変合併症の診断と治療 (1) 肝硬変の腹水治療 臨床消化器内科 2020 12 月号 近藤泰輝、諸沢樹 

49. 肝硬変、肝細胞癌治療とチーム医療の重要性について クリニシアン 2022 8 月号 近藤泰輝 

50. 肝性脳症の診断-不顕性脳症を治療する意義 消化器・肝臓内科 12(1):63-67, 2022 近藤泰輝、諸沢樹、南宗一

郎、野村恵美子 

51. 今日の治療指針 2023 門脈圧亢進症 近藤泰輝 p.525-526 

52. 肝硬変合併症診断のチェックポイント 肝性脳症 臨床消化器内科 2023 Vol 38 No7 近藤泰輝 

  



特許 

1.【発行国】日本国特許庁(JP),【公報種別】特許公報(B2) 

【特許番号】6516255,【登録日】2019 年 4 月 26 日,【発行日】2019 年 5 月 22 日 

【発明の名称】アレルギー型薬物性肝障害の評価方法 

  



マスメディア 

1. ドクターサーチ宮城-C 型肝炎の最新治療（出演・執筆 テレビ 仙台放送）(2011) 

2. 第 15 回ドクターサーチみやぎ健康セミナー C 型肝炎に関する市民公開講座 「治せる時代へ」 ここまで進 

ん（出演・執筆 テレビ 仙台放送）(2012) 

3. KHB アルヨ（出演・執筆 テレビ KHB）(2012) 

4. ここまで進んだ消化器がん治療 肝臓がんの予防、診断、治療について（出演・執筆 新聞 河北新報）(2013) 

5. 第 31 回ドクターサーチみやぎ健康セミナー 完治を目指そう! 肝がんにならないための C 型肝炎治療（出演・執筆 

テレビ 仙台放送）(2013) 

6. 元気健康フェア 2014 B 型肝炎の診断と治療について（出演・執筆 新聞 河北新報社）(2014) 

7. Medical Tribune ウイルス肝炎セミナー B 型肝炎の診断と治療の最新知見（出演・執筆 新聞 河北新報社）(2014) 

8. 進歩しつづけるウイルス性肝炎治療（出演・執筆 新聞 河北新報）(2015) 

9. 仙台厚生病院物語 最良の治療法を選べる肝臓内科 (執筆、Lohas Medical) (2016) 

10. C 型肝炎の最新治療(出演、テレビ、CATV)(2017) 

11. M3.com 第 53 回 日本肝臓学会速報 (2017) 

12. ひるまでウオッチン C 型肝炎について (出演 テレビ TBC 放送) (2021-7-13) 

13. DATE FM エフエム仙台 C 型肝炎啓蒙 (出演 ラジオ FM 仙台) (2021-10-11) 

14. モーニングフラッシュ エフエム仙台 C 型肝炎検査啓発 （出演 ラジオ FM 仙台） (2022-11-21) 

15. KHB「突撃！ナマイキ TV」C 型肝炎啓発 (出演 テレビ：東日本放送本社施設) (2023-2-13) 

16. TBC ラジオ 「Go Go はみこい ラジオな気分」C 型肝炎治療啓蒙 (2024-8-7) 

 

特別講演、招聘講演 

第 41 回日本癌局所療法研究会 特別講演 近藤泰輝 開催日：2019 年 6 月 21 日（金）時間：12：20-13：10 岡山市岡 

山コンベンションセンター 会長、座長：山口 佳之先生（川崎医科大学 臨床腫瘍学教室） 

 


